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問 1 [テキスト 60ページの行列式の値 (t = 3の場合)] GF(q)上の 6× 6行列を

D =



(α1)i1 (α1)i2 (α1)i3 (α1)i4 (α1)i5 (α1)i6

(α2)i1 (α2)i2 (α2)i3 (α2)i4 (α2)i5 (α2)i6

(α3)i1 (α3)i2 (α3)i3 (α3)i4 (α3)i5 (α3)i6

(α4)i1 (α4)i2 (α4)i3 (α4)i4 (α4)i5 (α4)i6

(α5)i1 (α5)i2 (α5)i3 (α5)i4 (α5)i5 (α5)i6

(α6)i1 (α6)i2 (α6)i3 (α6)i4 (α6)i5 (α6)i6


とする。ただし、i1 < i2 < i3 < i4 < i5 < i6 とする。このとき、行列 Dの行列式の値が

detD = αi1+i2+i3+i4+i5+i6
Y

1≤k<l≤6
(αil − αik)

で与えられることを示しなさい。計算過程も記述すること。(2点)

問 2 3個の誤りが訂正可能な [15,5]BCH符号について、以下の (1)～(3)の問いに答えなさい

(m = 4, t = 3)。ただし、GF(24)の原始多項式を x4 + x+ 1とし、αをその根とする。計算過程

も記述すること。

(1) 生成多項式 G(x)を求めなさい。ただし、展開した形で答えること。(1点)

ヒント：α15 = 1を上手に使う。

(2) 誤り位置を求めるための σ1, σ2, σ3を変数とする連立 1次方程式を求めなさい。ただし、誤り

位置多項式は

σ(x)=x3 + σ1x
2 + σ2x+ σ3

とする。(1点)

(3) (2)を使って、受信語 y = (0, 1, 0, 1, 0, 0, 0, 0, 1, 1, 1, 0, 0, 0, 0)の誤りを訂正なさい。(2点)

ヒント：誤り位置は α12, α13 の 2つ。


